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【事例４】北洋銀行（北海道） 

～スイーツ等の魅力発信を通じた外国人観光客の誘致～ 
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【事例４】北洋銀行（北海道） ～スイーツ等の魅力発信を通じた外国人観光客の誘致～

 北洋銀行は、2013 年 11 月、北海道への外国人観光客誘致促進による観光振興に寄与する

ことを目的に、海外（タイ）の旅行会社・雑誌会社の関係者を招聘し、ブランド力の高い

道内のスイーツや魅力的な観光資源を視察する「北海道スイーツ・ロード招聘事業」を実

施した。 

北海道は、全国平均を上回る速さで高齢化が進んでいるほか、人口減少も進行している。

その緩和を図るためには、各地域の産業振興や安定した雇用確保が不可欠となっている。

外国人観光客の誘致は、宿泊業や旅行業のみならず、運輸業、農業・漁業をはじめ、小売

業などとも密接に関わっており、交流人口の拡大による地域経済への効果や活性化に大き

く貢献するほか、雇用確保にもつながることから、その重要性はますます高まっている。 

 

＜取組みの概要＞ 

・タイの旅行会社５社および雑誌会社４社を対象に、白老、函館、ニセコ、小樽、札幌等

のスイーツ企業や観光地を視察。タイの雑誌４誌に記事が掲載されたほか、旅行会社５

社で今回の視察先を盛り込んだツアーが企画された。 

 

タイの旅行雑誌「Travel Around the World Magazine」に掲載された記事の表紙 

 

北洋銀行の取組みに関し、北洋銀行および、「北海道スイーツ・ロード招聘事業」に参加・

協力した国土交通省北海道運輸局、札幌市、石屋製菓株式会社、株式会社きのとやの声を

ご紹介する。
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北洋銀行は、2013 年 11 月、海外（タイ）の旅行会社・雑誌会社を招聘し、道内各地のス

イーツや魅力的な観光資源を視察する「北海道スイーツ・ロード招聘事業」を実施した。

タイの旅行会社・雑誌会社を道南・道央へ招聘し、旅行商品化や雑誌掲載を通じて、外国

人観光客誘致促進による観光振興に取り組んでいる。 

地域産業支援部観光振興室の塚本室長、三岡主任調査役、経営企画部経営管理課の野際

副部長兼課長にお話を伺った。 

 

―「北海道スイーツ・ロード招聘事業」の概

要は。 

 当行が 2013 年度に実施した「北海道スイー

ツ・ロード招聘事業」は、国土交通省北海道

運輸局のビジット・ジャパン（VJ）地方連携

事業24の一環で、JTB と連携して組成した事業

です。 

本事業は 2013 年度・2014 年度はタイに焦

点を当てて取り組みましたが、その背景には、

2012 年７月からのビザ免除措置の導入、同年

10月末からバンコク－新千歳直行便が就航し

たことがあります。 

具体的には、2013 年度は「道南・道央編」

として、11 月 20 日～24 日、タイの旅行会社

５社・雑誌会社４社を対象に、白老・函館・

ニセコ・小樽・札幌等の視察を実施し25、雑誌

                                                  
24 国と地方（自治体、観光関係団体および民間企

業等）が広域に連携して取り組む訪日プロモー

ション事業。 
25 このほかにも、2011 年度には道央編として、９

月 28 日～10 月２日、中国の旅行会社４社・雑誌

会社６社を対象に、帯広・旭川・砂川・札幌等

を視察。2014 年度には道東編として、10 月７日

～11 日、タイの旅行会社４社・雑誌会社２社・

WEB 会社１社を対象に、釧路（阿寒）・網走・北

は合計４誌に掲載いただいたほか、５社でツ

アーを企画いただくことができました。 

 

―参加企業の募集方法・選定基準は。 

 当行の取引先のうち、海外からの旅行者の

呼び込みを希望する事業者を選定し、石屋製

菓、きのとやをはじめ、合計９社に参加いた

だきました。 

 

―連携団体および連携方法、招聘事業を行う

うえでの工夫は。 

 本事業では、JTB 以外に、北海道運輸局、

札幌市、小樽市、函館市、観光協会と連携さ

せていただきました。各地で歓迎会を開催い

ただき、その場で得られた情報を旅行雑誌で

記事にしていただきました。 

 本事業の主体は銀行ですが、自治体等を含

めた関係者との協力が大切です。日頃から支

店が持っているリレーションが大切であり、

その中で協力をお願いし、参加いただいた経

緯があります。 

                                                                      
見・札幌等を視察。 

北洋銀行 

本店所在地 ：札幌市中央区大通西３丁目７番地  

設 立   ：1917 年８月 20 日 

預金残高  ：７兆 3,652 億円（譲渡性預金を除く） 

貸出金残高 ：５兆 5,909 億円 

従業員数  ：3,338 名 

店舗数   ：本支店 175（北海道 173、東京都１、振込・口座

振替専用支店１）、海外駐在員事務所３（上海、

大連、バンコク） 

ＵＲＬ   ：http://www.hokuyobank.co.jp/ 

（2015 年９月末現在）
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―旅行会社・雑誌会社の特徴・反応は。 

 タイの旅行会社・雑誌会社については、JTB

から紹介いただき、当行バンコク駐在員事務

所担当者が対応し、タイ国内の人の目に留ま

りやすい旅行会社５社・雑誌会社４社を選定

しました。 

各社からは、スイーツに焦点を当てた点で

興味を持ってもらうことができ、お菓子作り

の経験がなかったようで、好評を得ることが

できました。 

外国人が購入する北海道土産で一番多いの

はスイーツですが、保存期間等もあり、焼き

菓子系が中心となっています。北海道の牛乳

や果物を使った生菓子（ケーキ・アイスクリ

ーム）は持ち帰ることが難しいため、今回は

実際に北海道で召し上がっていただきました。

生クリームを含め、北海道のものはおいしい

とのコメントをいただいています。 

 

―本事業の効果、課題、開始後の気付き等は。 

 本事業の結果、雑誌は合計４誌に掲載いた

だきました。また５社でツアーを造成いただ

き送客いただいています。本事業による効果

であるかは難しい部分はありますが、北海道

を訪れる外国人観光客は着実に増えています。 

課題は、いかに継続的に旅行会社・雑誌社

に情報提供し、それを現地でいかに発信して

いただくかという点です。また、いかに外国

人観光客のニーズを把握して対応していくか

という点も継続課題です。 

開始後の気付きとしては、タイでは冬の北

海道に対する評価が高いということが挙げら

れます。また、タイの方々は SNS をよく利用

しており、関心があるものは見たらすぐ写真

を撮り、SNS にアップロードします。タイ国

内の SNS 利用者にもすぐにアピールできるこ

ととなりますので、Wi-Fi を利用できる環境

を整備することは大事だと思います。 

 その他、リピーターになってくるとニーズ

が変わり、より日本人の生活を知りたい、現

地の人と触れ合いたいという声も聞きます。

除雪の作業など、日常の風景にも興味をお持

ちのようです。 

 

―地方創生に向けた北洋銀行の取組み方針は。 

 当行は、中期経営計画で「地域の成長支援」

を経営目標のひとつに掲げています。2015 年

２月には、地方創生推進室を新たに設置し、

地方創生に積極的に関与していくこととして

います（部内にはその他に「地域振興企画課」

「フードビジネス推進室」・「ものづくり・新

事業推進室」「青函産業振興室」を設置済み。）。 

その中でも、北海道にとって重要な産業で

ある観光については、観光振興室で、観光素

材の発掘・磨き上げ事業、観光 PR 事業、観光

ビジネスマッチングを行い、地域活性化、地

方創生に向けた取組みをサポートさせていた

だいています。本事業と同様の招聘事業につ

いては、2016 年度にも２つの事案を予定して

います。その他にも、創業支援、クラウドフ

ァンディングの活用、北洋６次産業化応援フ

ァンドを設立し投資するなどしています。 

 地方創生については、銀行単独では幅を広

げられませんので、様々な方々との連携が大

切です。銀行が広域の関係者をおつなぎする

ことも可能ですので、そのような視点も持っ

て引き続き取り組んで参ります。 

（2015年11月25日）
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札幌市では、外国人観光客の誘客を促進するため、国や道内各自治体との連携を図りな

がら、世界各国・地域のニーズに応じた効果的なプロモーションを進めている。 

 観光文化局観光コンベンション部の津田観光企画課観光誘致・受入担当係長にお話を伺

った。 

 

―札幌市の取組み内容は。 

 札幌市の外国人宿泊者数は年々増加してお

り、特にタイは円安・直行便就航の関係もあ

り、来道者が大幅に増加していることから、

力を入れてプロモーションを行っています。

例えば、バンコクで雪体験のイベントを開催

したほか、タイ・スワンナプーム国際空港と

都心を結ぶ高架鉄道の列車に、国際的に知名

度が高い「初音ミク」のラッピングを施し、

列車内の広告を札幌の観光 PR に使用しまし

た。そのほか、一般公募でタイの方を札幌に

招き、60 日間住んでもらう企画を実施し、そ

の間観光資源・飲食などについて SNS で発信

してもらうとともに現地の TV でも放送して

いただきました。 

 

―北洋銀行の取組みについては。 

北洋銀行が取り組まれた本事業は、北海道

運輸局のビジット・ジャパン（VJ）地方連携

事業を使った民間の先進的な取組みだと思っ

ています。また、今回はスイーツという切り

口で特定のセグメントに対して効果的に取り

組まれていますが、今後も外国人客の旅行動

機のひとつになるよう継続的に実施いただけ

ればありがたいと思っています。 

なお、スイーツに関連して、札幌市では、

「さっぽろスイーツコンペティション」を毎

年開催しています。札幌地下街オーロラタウ

ン内には「さっぽろスイーツカフェ」が開設

され、札幌市内および近郊洋菓子店５店舗以

上のスイーツが月替わりで販売されています。 

 

―外国人観光客を増やすうえでのポイント・

工夫は。 

外国人観光客を増やすうえでは、海外から

の直行便が就航することは大きいと感じてい

ます。今後も路線をいかに確保していくかが

ポイントであり、新千歳空港では 2015 年 12

月・2016 年１月にはシンガポール航空の臨時

便も飛ぶなど、就航便が増加しています。今

後は欧米からのアクセスも増やしていければ

よいと思っています。 

そのほかの工夫としては、外国人観光客が

SNS を利用して情報発信する傾向があること

から、利便性および満足度の向上を図るため、

2015 年 10 月１日から、市内各地において無

料でインターネット接続が可能となる

「Sapporo City Wi-Fi」の運用を開始してい

ます。札幌市営地下鉄 16 駅の構内、大通公園、

円山動物園などで利用可能となっています。

ただ、通信環境を整えるのは必要ですが、

Wi-Fi・SIM カード・ポケット Wi-Fi など色々

選択肢があります。地域ごとにニーズ・効果

を見ながらどの方法がよいか検討する余地は

あると思われます。 

また、外国人観光客に情報発信する観点か

札幌市 

総面積 ：1,121 ㎢（2014 年 10 月現在） 

人 口 ：約 195 万人（2016 年２月現在） 

世帯数 ：約 92 万世帯（2016 年２月現在） 

ＵＲＬ ：https://www.city.sapporo.jp/ 
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ら、札幌市ホームページや公式観光サイト「よ

うこそさっぽろ」は、英語・中国語・韓国語・

タイ語に対応しているほか、今後はインドネ

シア語にも対応する予定です。公式観光アプ

リ「札幌いんふぉ」については、ダウンロー

ド 44 万件のうち 65％が海外からとなってお

り、海外の方々にも利用いただいています。 

 

―地方創生に向けて意識されていることは。 

来道する外国人観光客の訪問先が、札幌だ

けにならないよう、他地域への広がりを意識

しています。 

今の北海道のゴールデンルートは、札幌・

小樽・登別・洞爺・函館ですが、現在、道東

や富良野・美瑛も含め、道内を周遊してもら

えるよう取組みを進めており、メディアへプ

ロモーションする際もそのように心掛けてい

ます。最近外国人に人気なのは農園観光（フ

ルーツ狩り）で、例えば、シンガポールでは

農用地は全国土の１％しかなく、果物などの

農作物がなっているところを実際に見たこと

がないそうで、お子さんの教育も含めて体験

を通して喜んでもらっています。 

あわせて札幌市としては、札幌の流通や集

客力などの都市機能を、道内市町村にもっと

活用してもらうため、札幌の施設や広報媒体

などを実際に視察していただくなどの「さっ

ぽろ活用促進ゼミ」を開催しています。同ゼ

ミでは、札幌で活躍するまちづくりに取り組

む企業や団体による講座も開催しています。

札幌市は商業施設が中心で、豊かな自然は道

内各地に存在しているため、外国人観光客の

訪問先を広げるためにもこのような取組みを

行っています。 

 

―地域金融機関に求めることは。 

地域金融機関には、消費者に札幌の魅力を

PR するため、各種媒体による広告出稿、シテ

ィ PR イベントの開催、メディア・ブロガ招請、

番組クルー招請、コンテンツ制作タイアップ

に協力していただきたいと思っています。札

幌の名前と中身を知ってもらうことが目的で、

旅行需要を喚起するきっかけとなることから、

各方面と協力してイメージ戦略を進めていき

たいと思います。北洋銀行の「北海道スイー

ツ・ロード招聘事業」のような取組みが理想

的な取組みです。 

 そのような取組みを経て、札幌市としては、

旅行博出展・旅行会社プランナー招請・旅行

キャンペーンの実施・旅行商談会参加に力を

入れ、札幌を選んでもらえるように取り組ん

でいきたいと思っています。 

 

―今後のポイントは。 

現在、中国、タイ、インドネシアへのプロ

モーションを強化しているところですが、フ

ィリピン・ベトナムからの観光客も増やした

いと思っています。両国からの観光客の訪問

先はまだ日本のゴールデンルートが中心です

ので、北海道にも来てもらいたいと思ってい

ます。そのためにも地域一帯で取り組む必要

があると思っています。ベトナムにはサッポ

ロビールが進出しているほか、コンサドーレ

札幌にはベトナムの英雄と言われるレ・コ

ン・ビン選手がプレーしていたこともあり、

北海道の認知度は上がっていると思われます。

札幌市としても引き続き、効果的なプロモー

ションを実施していきます。 

（2015 年 11 月 25 日）

札幌市 
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国土交通省北海道運輸局では、北海道の魅力を海外に発信するとともに、魅力的な旅行

商品の企画等を促進するため、道内の自治体、観光関係団体、民間企業等と連携して外国

人旅行者の訪日を促進する事業を行っている。 

 観光部国際観光課の山崎課長補佐にお話を伺った。 

 

―北海道運輸局の取組み内容は。 

わが国では、東京オリンピック・パラリン

ピックが開催される 2020 年に向けて、訪日外

国人旅行者数 2,000 万人を目指し、政府一丸、

官民一体となり、オールジャパンの体制で訪

日旅行促進に向けた取組みを行っています。 

こうした中、北海道運輸局では、ビジット・

ジャパン（VJ）地方連携事業により、地域と

国が広域で連携した訪日プロモーションを実

施しており、旅行会社招請、メディア招請、

旅行博出展等により北海道観光の魅力を海外

に発信しています。 

最近は特に、新千歳空港に直行便が就航し

た機会を捉え対象市場に重点的にプロモーシ

ョンを行っています。直近では、エアアジア

X のクアラルンプールからの直行便が就航し

ており、ムスリムの方々を受け入れる環境の

整備も含めて取り組むこととしています。 

 

―北洋銀行の取組みについては。 

北洋銀行の「北海道スイーツ・ロード招聘

事業」は、北海道運輸局のビジット・ジャパ

ン（VJ）地方連携事業として、北洋銀行から

提案いただいたものです。北海道には畑があ

り、牛がいて、優れた素材からスイーツが作

られ、かつそのような景色の中で食事ができ

るというストーリーを伝えられます。土地の

ものを、旬な時期に、すばらしい景観の中で

食べることができ、食は北海道の持つ強みの

ひとつであることから、本事業は外国人観光

客に北海道の魅力をアピールするのにとても

よい事業だと思っています。 

 

―地域金融機関に期待することは。 

地域金融機関には、観光客を受入れ可能な

生産者とのマッチングをお願いしたいと思っ

ています。北海道運輸局では観光分野の企

業・関係者とはパイプがありますが、農業分

野の企業・関係者とはパイプがあまりありま

せん。ここについて、地域金融機関の力をお

借りしたいと思っています。民間企業を知っ

ているのは金融機関ですので、地域の取りま

とめ役・パイプ役になってほしいと思います。 

 

―最新のビジット・ジャパン（VJ）地方連携

事業の内容は。 

北海道運輸局では、観光の力で地方創生に

貢献することも含め、次のような戦略を立て

て取り組んでいます。 

戦略Ⅰは、北海道の３大ブランドを核とし

た誘客促進を行うことで、「世界最高レベルの

パウダースノーを誘客のキラーコンテンツと

し、北海道をスノーリゾートとして発信する」

「爽快で自由度が高い、グリーンシーズンの

安全・安心なドライブ観光を発信する」「生産

地である北海道だからこそ味わえる食の魅力

を発信する」こととしています。 

戦略Ⅱは、北海道観光の課題を解消しレベ

国土交通省北海道運輸局 

所在地 ：札幌市中央区大通西 10 丁目 札幌第二合同庁舎 

ＵＲＬ ：http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/ 
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ルアップを図ることで、「閑散期だからこそで

きるサービスをリピーターに提案し、観光入

込の平準化を図る」「広大な北海道の様々な地

域までわざわざ行くだけの価値を発信し、観

光入込の広域分散化を図る」「ラグジュアリー

層を取り込むことによりサービスの進化につ

なげ、観光の稼ぐ力を強化する」こととして

います。観光入込の平準化については、外国

人観光客が減少する３月～６月期、９月～11

月期の観光魅力を掘り起こして、観光従事者

の雇用の通年化、サービス水準の向上を図り

たいと思っています。広域分散化については、

外国人来道者の73％が札幌を中心とした道央

圏に滞在している状況があり、もっと各地域

にも訪問してもらいたいと思っています。 

稼ぐ力の強化については、北海道が世界の

人々の憧れのディスティネーションとなれる

よう、富裕層に北海道の本物の価値を発信し、

受入れサービスを向上させたいと思っていま

す。例えば、現状北海道にはファイブスター

ホテルはありませんが、富裕層を受け入れる

ための新たな投資につなげていきたいと考え

ています。 

戦略Ⅲは、市場ごとの成熟度にもとづいた

プロモーションの展開で、「成長市場には旅行

商品の造成や情報発信により「北海道ブラン

ド」を売り込む」「成熟市場には再来訪（リピ

ート）を促すため、多様な北海道（主に地方）

の魅力を発信するとともに公共交通などを含

め情報の深化を進める」「潜在市場には送客元

の多様化を図るうえでプロモーションを検討

するべき市場と位置付け、認知度向上のため

の情報発信、特定のテーマを持って誘客促進

を行う」こととしています。また、最近では、

台湾・シンガポール・香港からの観光客をは

じめとしてリピーターが増えており、新しい

訪問先を教えてほしい、より日常的な体験を

してみたいといった声も聞かれますので、多

様な北海道の魅力を発信していきたいと思っ

ています。 

 

―その他特徴的な取組みは。 

特徴的な取組みとしては、「Hokkaido Snow 

Travel Expo 2015 in SAHORO」があります。

北海道が持つ冬の魅力を、スノーリゾートに

関わる人々の結集により世界に向けて発信し、

北海道を、世界を代表するスノーリゾートへ

飛躍させることを目的としています。スノー

リゾートのほか、近隣への視察旅行や住民が

日頃通う店でのローカルフード体験など、オ

ンシーズンのスノーリゾートと地域の魅力を

一体的にプロモーションしており、毎年実施

しています。 

また、その他にも、「サツコレ（札幌コレク

ション）」とタイアップした番組を制作しタイ

で放送しました。タイでは化粧品市場が急速

に拡大しており、若年層の美に対する意識が

高まっていることに着目しました。札幌在住

のタイ人女性（留学生等）が、エステやネイ

ルサロン等を体験し、さらに“キレイ”にな

った後、「SAPPORO COLLECTION」でランウェイ

を体験する番組を制作し、北海道でもっと

“KAWAII”自分と出会える旅を提案すること

で、新たな旅行需要の喚起と認知度向上を図

りました。 

なお、北海道はアジアからの来客が多い一

方で、欧米からの旅行者は少ない状況です。

京都など日本の伝統文化を感じられる都市が

多くの訪問先となっていることから、これら

の都市と連携し北海道への欧米からの来訪も

増やすためのプロモーションを今後行う予定

です。 

（2015 年 11 月 25 日）
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札幌市西区に本社を置く石屋製菓株式会社は、北海道銘菓「白い恋人」をはじめ、チョコレ

ート菓子の「美冬」、バウムクーヘンの「白いバウム TSUMUGI」などを製造、販売している。

本社に隣接する観光施設「白い恋人パーク」には、「白い恋人」の製造工場や体験工房、オリジ

ナルスイーツの喫茶、売店、春から秋まで季節の花が楽しめるローズガーデンなどがあり、年間

50 万人～60 万人が訪れる観光スポットになっている。 

瀧井取締役と白い恋人パークの柿村館長にお話を伺った。 

 

―石屋製菓への外国人観光客の来訪状況は。 

 当社の本社工場に隣接するテーマパーク

「白い恋人パーク」へは、年間 50 万人～60

万人に来訪いただいており、来客の内訳は日

本国内からが 60％、海外からが 40％となって

います。海外からの来客で一番多いのは中国

ですが、今はバンコク－新千歳直行便就航に

よりタイからの来客が増えています。 

白い恋人パークでは、白い恋人ができるま

での製造ラインを公開しているほか、お菓子

作り体験工房では約 14 ㎝ハート型の白い恋

人を作っていただくことができ好評を得てい

ます。また、チョコレートラウンジでは、オ

リジナルスイーツをお楽しみいただいていま

す。そのほか、昔の子どものおもちゃ箱とし

て、明治、大正、昭和の懐かしのおもちゃを

展示したり、スポーツコーナーにはコンサド

ーレ札幌に関する展示も行い、年代を問わず

楽しんでいただけるよう工夫しています。外

国人観光客向けには、タイ語を含めた各国語

の園内案内冊子を配布しています。 

なお、当社は外国人観光客数の大幅増加に

伴う「白い恋人」の需要増加もあり、2017 年

には札幌市に隣接する北広島市に工場を新設

する予定です。 

―北洋銀行の取組みについては。 

 北洋銀行の本招聘事業については、2012 年

度は中国、2013 年度にタイの方々にお越しい

ただきました。当社では白い恋人パークで製

造ラインを見学いただいたほか、白い恋人の

パッケージに写真を掲載できるオリジナル缶

を作製いただき、喜んでいただくことができ

ました。 

当社や当社商品をどう PR するか考えた場

合、日本国内であれば CM を打つことができる

一方で、海外では SNS を利用することが考え

られますが、SNS では広すぎます。そこで、

本招聘事業で来訪いただいた旅行会社・雑誌

社がよい手段ということになります。 

招聘事業はこれからもどんどんやってもら

いたいと思っています。個社ベースではタイ

の方から予約は受けますが、タイの人がどの

ような点に魅力を感じるか情報交換する機会

はなかなかありません。現地でどう PR するか、

施設についてこう改善すればタイの人に人気

が出るかなど、情報交換する機会を継続的に

設けていただければ、よりよいと思っていま

す。 

 

 

石屋製菓株式会社 

本社所在地 ：札幌市西区宮の沢２条２丁目 11 番 36 号 

創 業   ：1947 年 

資本金   ：3,000 万円 

従業員数  ：436 名 

事業概要  ：菓子製造業 

ＵＲＬ   ：http://www.ishiya.co.jp/ 

（2015 年４月現在）
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―地方創生については。 

地域活性化で一番大事なのは、自分の住ん

でいる地域がどのような特色をもっているか

理解することだと思います。各地域の持つ特

色を理解していかに発展させようと考えるか。 

北海道には製造業の歴史・ベースがあまり

ありません。そこで、１次産業とこれだけの

自然を生かした観光をいかに発展させられる

かということになります。北海道では強みで

ある観光について知事がトップセールスを展

開されており、海外からの観光客は着実に伸

びています。 

 

―地域金融機関に求めることは。 

海外からの直行便は様々な空港で就航して

います。他地域の金融機関でもこのような取

組みが広がればよいと思っています。銀行が

先導役として役割を果たしてもらえればよい

効果が生まれると思います。 

（2015 年 11 月 24 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白い恋人パークお菓子作り体験工房での様子 

タイの旅行雑誌「lifestyle」に掲載された記事 
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 札幌市東区に本社を置く株式会社きのとやは、焼きたてチーズタルトをはじめ、生ケー

キから焼き菓子までバラエティに富む商品を製造、販売している。中でも、“札幌農学校”、

“ラ・フランス”はモンドセレクション最高金賞を連続受賞している。また、同社は業界

全体の活性化のため、「スイーツ王国さっぽろ推進協議会」を設立するなど、新しい試みを続

けている。 

 長沼代表取締役会長にお話を伺った。 

 

―業界全体の活性化のための、きのとやの取

組み内容は。 

 2005年に札幌市をはじめ、札幌商工会議所、

札幌洋菓子協会で「スイーツ王国さっぽろ推

進協議会」を設立して以来、札幌をスイーツ

の街にしようと取り組んでいます。 

私は仕事柄、世界各地でお菓子を食べ歩い

ていますが、札幌ほどお菓子が美味しい街は

ないと感じますし、それは海外の人も認める

ところです。 

ところがスイーツを提供している同業他社

に、こんな恵まれた場所でビジネスしている

ことへの認識が少し弱いと思ったため、私が

前面に立って、「スイーツ王国さっぽろ推進協

議会」を立ち上げ、札幌をスイーツの街にし

ようという運動を始めました。このような恵

まれたところで北海道というバックグラウン

ドがあり、最高の素材が揃っていて、200 万

人が住んでいて、おしゃれで雰囲気がよく、

気候も冷涼で、湿度が低く、札幌ほどスイー

ツをおいしく食べられるところはないと思っ

ています。 

スイーツ王国さっぽろ推進協議会では、よ

り一層のスイーツの普及促進を図り、北海道

経済に新たな活力を生み出すべく、地場の農

産物を活かしたオリジナリティのある「さっ

ぽろスイーツ」の開発、さっぽろスイーツの

PR 活動、スイーツと都市型観光の融合、洋菓

子製造に携わる人材の育成などを通じて、札

幌を全国・世界に誇るスイーツの街にしたい

という願いのもと活動しています。 

 ただ、まだまだ事業者側の認識が弱いと感

じており、今後も当社は先頭に立って取り組

んでいくべきと思っています。当社としては

今後は何も北海道という限定されたマーケッ

トにこだわる必要はないと思っています。北

海道土産を売っているから、北海道という枠

から出ないというのではなく、首都圏・海外

にも展開することはひとつの方法です。 

 当社はグループ会社を通じて、首都圏にも

展開しましたが、札幌の人口は 200 万人であ

るのに対し、首都圏は 4,000 万人で 20 倍のマ

ーケットがあり、お客様の桁が違いました。

わすか 2.6 坪の店で繁盛しており、人の多さ

はすごいと感じました。 

 さらに現在は、海外にも展開もしており、

バンコク・香港のほか、今後はシンガポール

での展開も予定しています。宣伝等は特段行

株式会社きのとや 

本社所在地 ：札幌市東区東苗穂５条３丁目７－36 

創 業   ：1983 年 

資本金   ：3,000 万円 

従業員数  ：300 名 

事業概要  ：洋菓子製造販売 

ＵＲＬ   ：http://www.kinotoya.com/ 

（2016 年２月現在）
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っていませんが、おかげさまで行列ができる

など繁盛しています。 

国内でも海外でも、繰り返し買ってもらう

ためには味がよくなければ駄目だと思ってい

ます。海外に展開する時も味は変えておらず、

焼き立てという究極の鮮度で提供しています。 

今はアジアでエリアライセンス契約を結び、

販売権を販売していますが、今後は米国にも

展開したいと思っています。 

 

―北洋銀行の取組みについては。 

北洋銀行の本事業は、海外から人が来て、

さっぽろスイーツの PR 活動等にまさにうっ

てつけです。メディアで広く伝えてもらえる

とありがたいと思っています。 

 本事業だけではありませんが、これもひと

つの力になります。このような地道な取組み

により、札幌、北海道がスイーツ王国として

認知されてきているため、同様の取組みが増

えればよいと思っています。 

 

―地方創生については。 

当社商品の大半の原材料は北海道産です。

スイーツ作りは、言い換えると、農産物加工

業であり、今の TPP とも絡んできます。北海

道の農業が海外と戦って勝つためにはいかに

付加価値をつけるしかありません。スイーツ

なら 10 倍は付加価値がつくと考えており、こ

れほど付加価値がつけられるものはありませ

ん。 

当社商品は海外向けも含めて、全て製造は

北海道で行っています。アジアをはじめ、世

界にどんどん、北海道から発信できればすば

らしいと思っています。今後は海外に商品を

輸出するため、冷凍技術、梱包技術等を備え

た最新の専用工場が必要だと考えており、取

組みを進めていく予定です。 

 

―地域金融機関に求めることは。 

北洋銀行は、金融機関がやってほしいと思

うことをしてくれています。ただ単にお金を

貸すことが目的ではなく、経営への側面支援

を含め、結果として資金需要ができるような

働きかけを色々としてくれており、これは理

想とすべき姿です。 

（2015 年 11 月 25 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイの旅行雑誌「lifestyle」に掲載された記事 
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「北海道スイーツ・ロード招聘事業」に参加したタイの旅行会社および雑誌会社を対象に

アンケートを実施した。ここでは、その回答の一部をご紹介する。 

 

―「北海道スイーツ・ロード招聘事業」の評

価は。 

「北海道スイーツ・ロード招聘事業」では、

白老、函館、ニセコ、小樽、札幌等のスイー

ツ企業や観光地を訪問し、各地域やスイーツ

について詳細な情報を提供してもらうことが

でき、とても満足しています。 

本事業を通じて得られた情報は、各地域や

スイーツのよさを理解するのにとても役立ち

ました。実際に北海道を訪問する旅行者にと

っても、スイーツのユニークさなどを理解す

るのにとても役立つと思います。 

北海道スイーツについては、味が濃厚（rich 

taste）で、これまで食べたスイーツの中でト

ップクラスの味だと感じました。 

 

―他の地域での有効性は。 

 本事業は、観光振興に効果的な取組みだと

思います。他の地域でも同様の事業が実施さ

れれば、外国人観光客の関心や理解を促進す

ることができると思います。 

タイの人々は、食べることが大好きですし、

記念品、お土産を買うことも大好きです。も

しその地域のスイーツや食べ物が、他国や日

本の他の地域で見つけることができないユニ

ークなものであれば、間違いなく効果的です。 

なお、事業を実施する際には、食べ物であ

れば、タイで入手できないもので、当該地域

特有の食べ物に焦点を当てるのが効果的です。

また、観光であれば、美しく、写真を撮るの

に魅力的な場所（伝統的な日本建築など）に

焦点を当てると効果的かと思います。 

 

―日本のイメージは。 

日本に対しては、安全、清潔、丁寧、礼儀

正しい、友好的、高い技術力を有するといっ

たイメージを持っています。 

 

―旅行先としての日本の人気度は。 

タイの海外旅行先ランキングでは、日本は

第１位です。特に、2012 年７月のビザ免除措

置の導入が大きく、その他、航空券価格が安

価になってきていることも、人気が拡大して

いる要因と考えられます。 

 

―日本国内の人気都市は。 

タイ人に人気の都市は、１位が東京・富士

山、２位が大阪・京都、３位が北海道、４位

が福岡、５位が白川郷・日本アルプスとなっ

ています。 

 

―外国人観光客の受入環境整備、観光振興に

ついて、日本がさらに取り組むべきことは。 

大都市では英語表記が増えていますが、大

都市以外でも英語表記がもっと増えればより

よいと思っています。 

 （2016 年２月 12 日） 
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北海道では、外国人観光客の受入環境整備、観光振興の一環として、複数の外国人向け観

光案内拠点が設置されている。その一例として、札幌ツーリストインフォメーションセン

ターの取組みを紹介する。 

 

 

 

 

 

札幌ツーリストインフォメーションセンターは、2015 年 10 月１日、札幌大通公園の札幌テレ

ビ塔１階に開設された。その背景には、近年各国からの訪日観光において、団体ツアー旅行から

個人旅行（Foreign Independent Tour：FIT）への移行が進んでいることがある。 

同センターの山崎氏にお話を伺った。 

 

―札幌ツーリストインフォメーションセンタ

ーのサービス内容は。 

当センターでは、相談カウンター６席、窓

際に自由に使えるカウンター４席、ソファ席

を設け、英語・中国語・タイ語を話せるスタ

ッフが、食事、ホテル、日帰りバスツアー、

観光施設、観光タクシーなどの案内、Wi-Fi

のレンタルなどを行い、外国人観光客をサポ

ートしています。 

 

―来訪者の特色は。 

開設したばかりですが、１日に 20～30 名の

お客様に来訪いただいています。７割が海外

からのお客様で、特にマレーシアやタイのお

客様が多い状況で、その他には台湾・中国・

韓国からのお客様も来訪されており、色々な

話をしてゆっくり楽しんでいっていただいて

います（日本語での対応も行っており、残り

３割は日本のお客様です。）。 

また、北海道はアジア各国との直行便が就

航しており、リピーターも増加しています。

リピーターの中には、航空券と宿泊先の手配

だけして来日し、道内の訪問先を当センター

で決める方もいらっしゃいますので、熟練し

たスタッフが道内各地の特色を紹介しながら

様々な提案を行っています。 

―お客様対応における工夫等は。 

当センターでは、上記のようなサービスの

ほか、札幌では通常は販売されていない道内

各地の特産品も販売したり、来日した際に北

海道以外を訪問する予定がない方には、和の

体験ができるよう、着物を着たり、書道を体

験する機会を設けるなどの工夫もしています。 

今後もお客様のニーズに合わせて、サービ

スを拡充していく予定です。 

（2015 年 11 月 24 日） 

 

 

 

 

 

札幌ツーリストインフォメーションセンター 

所在地  ：札幌市中央区大通西１丁目 札幌テレビ塔１階 

開 設  ：2015 年 10 月１日 

運 営  ：H.I.S.グループのジャパンホリデートラベル 

ＵＲＬ  ：http://www.jph.co.jp/jp2015-10-01.html 




